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【学会の概要】 

学会名：2018年欧州心臓病学会学術集会（ESC2018） 

開催地：ドイツ ミュンヘン 

開催期間：2018年 8月 25日～2018年 8月 29日 

 

【学会内容】 

欧州心臓病学会学術集会（ESC）は毎年 8-9月頃に、欧州のいずれかの国内

で開催される心臓病学に関する学術集会である。欧州を中心として世界各国

（100か国以上）から、心臓病学を中心とした医師、研究者が参加し、近年は世

界各国から 3万人以上が参加する世界最大規模の循環器学術集会である。特に

近年、学会への参加者数及び演題応募数が増加しており、世界中から最新の研

究結果が発表され、より一層大規模な集会となっており注目を集めている。今

年度も、例年通り 3万人以上の参加者が集い、世界中からの最新の研究結果が

報告され、活況であった。特に、Hot Line Sessionや Late Breaking Session

と呼ばれる最新の注目の研究が報告される Sessionでは、今年度も心臓病学に

関する幅広いテーマの研究結果が報告され、多くの演題が学会発表と国際一流

誌に同時に論文掲載される非常にレベルの高いものであった。 

私が研究領域としている静脈血栓塞栓症に関しても、数多くのセッションが

開催され、いずれのセッションでも世界中から専門家が多く集まり非常に活況

であった。同領域では、世界的にも臨床上さらなる研究が必要とされているテ

ーマが数多く存在し、多くのディスカッションが展開されており、今後の同領

域でのさらなる研究が望まれる事を肌で感じる事が出来た。 

 

【発表の内容】 

私は、学術集会の 3日目（8月 27日）に、私の研究領域とする静脈血栓塞栓

症の最新の注目の演題が口頭発表されるセッションにて、発表を行った。静脈

血栓塞栓症患者の治療と予防には、従来はビタミン K阻害剤と呼ばれる凝固薬



が長年用いられてきた。近年、それに代わる新たな薬剤である直接型経口凝固

阻害薬が使用可能になった。ビタミン K阻害剤と比較した、新規の薬剤である

直接型経口凝固阻害薬の有効性と安全性は、大規模な臨床試験で検証されてい

る。しかしながら、その有効性と安全性の人種差については検討されていない。

そこで、今回これまでに実施された大規模臨床試験の結果を検索し、結果を統

合した上で、アジア人と非アジア人での違いが認められるかと検証した。結果、

非アジア人でもアジア人でも、有効性に関しては同等の結果であったが、アジ

ア人において、安全性に特に優れている可能性が示唆された。本研究結果は、

日本を含めたアジア人における、同疾病の治療薬の選択の際に、非常に参考と

なる結果であると考えられる。 

 大会前日に欧州の同領域の一流の専門家と話す機会があり、アジア領域から

の報告に興味を持って頂き、今回の学術集会での発表を非常に意義あるものに

する事が出来た。当日の口頭発表では、聴講者・座長いずれからも質問を頂く

事が出来、アジアでの人種差の違いやメタ解析の方法論に関する、非常に貴重

なコメントを頂く事が出来た。世界の一流の専門家からの貴重なコメントは、

私の今後さらなる研究にとって非常に価値あるものとなった。 

 また、発表を行ったセッションでは、同領域の今後を担う次世代の一流研究

者も集っていたが、セッション終了後にそれらの参加者とディスカッションす

る機会に恵まれ、意見交換・人脈の拡大という意味においても、非常に貴重な

ものとする事が出来た。今回の発表は、発表の成功だけでなく、実際のセッシ

ョンへの直接参加を通して、日本国内だけでは経験する事が出来ない、非常に

貴重な体験をする事が出来た。 
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